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平成 31年度当初予算とまちづくりの概要　2
■大内氏遺跡指定 60周年 大内氏が築いた歴史をひもとく
■市政トピックス
■平成 31年度 組織改編のお知らせ
■第 24回中原中也賞「する、されるユートピア」
■県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■国際交流員コラム「ホストタウンってしっちょる？」
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対前年度比で30億3千万円増（3．5％増）

未来へつながる投資（投資的経費）は約177億7千万円を確保
対前年度比で約2億4千万円増（1．4％増）

国の補正予算第１号（熱中症対策として学校施設のエアコン設置）
と第2号（防災・減災、ＴＰＰ協定の早期発効に対応するための
農林水産業の強化策等）に対応した補正予算を、平成30年12月（36
億6千万円）と平成31年3月（約19億2千万円）に編成、当初
予算と一体的に13カ月予算を編成

901億8千万円
一般会計予算総額
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平成の時代から、新たな元号のもと、
新しい山口のまちづくりを未来へつなぐ

「時代をつなぐ」「地域をつなぐ」「施策をつなぐ」

第二次山口市総合計画将来都市像

豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口
～これが私のふるさとだ～

心かよう「市民サービス向上」

安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」

魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」

協働による「個性と安心の２１地域づくり」

将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」

産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」

生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」

「つなぐ　未来創造」予算

平成31年度当初予算のイメージ図  

８つの重点プロジェクト

◆今年度の当初予算の策定にあたって
　平成31 年度は、第二次山口市総合計画の計画期間2 年目となり、山口市まち・
ひと・しごと創生総合戦略の最終年度となります。また、平成の時代から、新た
な元号のもと、新しい国づくり、そして山口のまちづくりを未来につなげていく、
歴史的に意義深い年度です。
　そこで、本市の平成31 年度当初予算を、「時代をつなぐ」、「地域をつなぐ」、「施
策をつなぐ」の３つの「つなぐ」を基調とする「つ
なぐ 未来創造」予算と位置づけました。

◆３つの「つなぐ」
　まず、高齢者人口が最大となる2040年代に
おける諸課題を見据え、各分野において、「人づ
くり」・「生産性」・「働き方」の改革に一体的に
取り組みながら、積極的な社会基盤整備と事業
展開により、新たな時代を拓く挑戦を進める「時
代をつなぐ」。次に、「広域県央中核都市づくり」
と「個性と安心の２１地域づくり」のプロジェ
クト展開を通じ、山口県央連携都市圏域の各市
町、山口都市核と小郡都市核、市内21 地域がつ
ながり、ともに発展するまちづくりを目指す「地
域をつなぐ」。そして、地方創生の取り組みを進
め、第二次山口市総合計画前期基本計画の8 つ
の重点プロジェクトを施策横断的に展開する「施
策をつなぐ」。これら３つの「つなぐ」取り組み
を進め、今日までの本市のまちづくりと、新たな
時代のまちづくりをつなぐための意欲的な事業
展開を可能とする積極型の予算を編成しました。
　このような基本的な考え方と方向性のもとで、
新たな時代に向けた、更なる挑戦を続けること
とし、「住んで良かった これからも住み続けた
い」と心から思える定住実現のまちづくりに取
り組んでいきます。
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義務的経費

市税
268億9,526万円

●一般会計歳出
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区　　分 当初予算額 対前年伸率
国 民 健 康 保 険 206 億 7,179 万円 ▲0.8％
後期高齢者医療 30億 5,582 万円 ▲2.2％
介 護 保 険 189 億 1,786 万円 6.7％
介護サービス事業 1,485 万円 ▲63.7％
駐 車 場 事 業 3,728 万円 0.0％
鋳銭司第二団地整備事業 3億 7,972 万円 2,671.7％
簡 易 水 道 事 業 5億 9,726 万円 ▲43.4％
地域下水道事業 644 万円 5.7％
国 民 宿 舎 1,300 万円 ▲83.6％
特 別 林 野 4,649 万円 386.9％

合　　計 437 億 4,051 万円 1.9％

特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理する
必要のあるときに設けることができる会計です。原則、
独立採算で運営します。

●特別会計の予算内訳
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（単位：万円、％）

自主財源
41.1% 依存財源

58.9% 
繰入金
57億6,421万円

諸収入
18億3,580万円

その他
25億7,253万円

国庫支出金
135億8,936万円

県支出金
65億7,269万円

地方交付税
152億2,600万円

市債
123億9,390万円

地方譲与税・交付金
53億3,025万円

義務的経費
47.9% 

投資的経費
19.8% 

その他経費
32.3% 

人件費
145億8,915万円

扶助費
186億5,492万円

公債費
99億4,573万円

補助事業費
87億2,410万円

単独事業費
85億8,424万円

その他
4億6,431万円

物件費
124億2,097万円

補助費等
69億9,278万円

繰出金
76億9,154万円

その他
21億1,226万円

特集   平成 31年度 当初予算とまちづくりの概要
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地域づくりの支援として、市内21の地域が主体
的に使い道を決定できる交付金を交付します。

地域づくり交付金の交付 【2億 133万円】

　ふるさとにぎわい計画（総合支所エリアの地域経済活性化）

協働による
「個性と安心の 21 地域づくり」

新山口駅を中心とした一帯を交流の核として、学
生等の若者、企業、地域住民や団体等が、多様な
交流を図る取り組みを進めることで、小郡地域を
はじめとする市内における定住促進や雇用創出に
つなげます。

小郡がつながる・つなげるプロジェクト
【1,709 万円】

秋穂荘・道の駅「あいお」等を交流の核として、
車えびをはじめとする海洋資源を活用した海洋交
流拠点づくりを進めます。

あいお海洋資源活用プロジェクト

道の駅「きらら あじす」を交流の核として、地域
の農水産物や特産品の販売拡大、山口きらら博記
念公園との近接性を生かした交流人口拡大の取り
組みを進めます。

きらら・あじすプロジェクト

豊かな自然や奈良東大寺再建事業を行った重源上
人ゆかりの地域資源などを生かした交流人口拡大
を図り、東大寺サミット開催を目指した活動や、
特産品販売所「南大門」の機能強化に取り組みます。

重源の里とくぢプロジェクト

【1,780 万円】

【1,519 万円】 【1,223 万円】

平成30年度に、各総合支所において、地域資源を
活用した地域経済活性化計画である「ふるさとにぎ
わい計画」を策定しました。平成31年度は、この
計画に基づくプロジェクトを各地域で進めます。

▶徳地の特産品を扱う「南大門」の外観

▶リニューアルした秋
穂荘で提供される、秋
穂の車えびを活用した
特産品メニュー

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】

阿知須、徳地地域では、老朽化が進んでいる総合
支所と地域交流センター等を複合施設として一体
的に整備します。また、小郡、佐山、二島、鋳銭
司地域の各地域交流センター、阿東地域の篠生分
館の建替整備を進めます。

総合支所エリアの地域拠点整備

地域交流センターの建替整備
【3億 9,081万円】

【12億 9,924 万円】

　地域を支える拠点づくり・協働のまちづくり

▶国道489号側（南大門側）から見た徳地総合支所イメージ

山口市市民活動支援センター「さぽらんて」の移
転にあわせて、市民交流機能の拡充を図ります。

市民活動支援センターの機能強化
【4,710 万円】

▶南部地域の
交流人口拡大
の取り組みの
ひとつ「ツー
ル・ド・ヤマ
グチ湾」

あとう農山村いきいきプロジェクト
【5,402万円】

平成31年度にリニューアルオープンする道の駅
「長門峡」を交流の核として、交流人口の増加、農
畜産物の販売促進を図ります。

中央小学校

徳地文化ホール
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新山口駅北地区拠点施設整備事業

新山口駅北地区産業交流スペース
運営準備事業

【11億 875万円】

【5億 4,400 万円】

中国縦貫自動車道の湯田パーキングエリアにおい
て整備を進めているスマートインターチェンジに
ついて、平成31年度末の供用開始を目指して、
建設工事等を進めます。

（仮称）湯田ＰＡスマートインターチェン
ジの整備 【3億 9,341万円】

　小郡都市核づくり

　広域ネットワーク機能の強化

新山口駅ターミナルパーク整備事業
【5億 9,600 万円】

平成31年度の完成に向け、新山口駅南口（新幹
線口）の駅前広場や周辺道路の整備等を行います。

特集   平成 31年度 当初予算とまちづくりの概要

産業交流拠点として整備を進めている「新山口駅北
地区拠点施設」の建設工事に着手します。また、施
設で展開する起業創業・中小企業支援機能等の開設
に向けた準備を進めます。

【480万円】

【5億 4,400 万円】
「山口県央連携都市圏域ビジョン」の重点プロジェ
クトを、関係7市町（山口市・宇部市・萩市・防府市・
美祢市・山陽小野田市・島根県津和野町）の連携
のもと推進します。また、経済団体の若手組織な
どが実施する交流促進の取り組みを支援すること
を通じ、次世代の人材育成を図ります。

都市連携推進事業

　広域連携による圏域全体の経済成長

魅力あふれる県都づくり
「広域県央中核都市づくり」

▶（仮称）湯田ＰＡスマートインターチェンジの整備イメージ

▶新山口駅南口（新幹線口）駅前広場の整備イメージ

【764万円】

各市町におけるイベント情報やまちづくり情報を、地
域情報紙や公式ウェブサイト等を通じて発信し、圏域
内の情報共有や交流人口増加につなげます。また、FM
ラジオ番組などを活用した圏域情報の発信を行います。

県央連携都市圏域情報発信事業【1,000 万円】

【2,100 万円】
建物のデザインや構造、配置、必要な機能や設備
など基本的な設計内容を検討します。

新本庁舎整備事業 【7,955 万円】

【2,500 万円】
湯田地域の温泉資源を活用し、交流や定住の促進
につながる「多世代交流・健康増進拠点施設」の
整備に向けて、基本計画の策定などを行います。

多世代交流・健康増進拠点施設整備事業
【2,310 万円】

市内初の市街地再開発事業となる黄金町地区にお
ける市街地再開発を引き続き支援します。（平成31
年度完成予定）

中心市街地核づくり推進事業
【9億 7,860 万円】

　山口都市核づくり

▶市街地再開発の整備イメージ

【2,500 万円】大内文化ゾーンにおける歴史的なまちなみ景観の
形成、活用に向けた整備として、道路の美装化や、
広場の整備等を行います。

大殿周辺地区整備事業 【3億 5,400 万円】
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【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】

平成32年度からの新学習指導要領にいち早く対応す
るため、平成31年度から外国語の授業時間数を増やし、
外国語指導助手の増員配置に計画的に取り組みます。

英語指導助手配置事業
外国語教育研究事業保育園待機児童ゼロに向けた認可保育施設の整備

を進め、平成32年度に約260人の定員拡大を目
指します。同時に、放課後児童クラブについては、
265人の定員拡大を目指して整備を進めます。

保育園・放課後児童クラブの
待機児童ゼロに向けた取組

【9億 6,904 万円】

【2,500 万円】
市立小中学校および幼稚園の教室等への空調設備
（エアコン）整備を進めます。

小中学校および幼稚園における猛暑対策
【36億 6,000 万円】

【5億 4,400 万円】
綜合病院山口赤十字病院の建設工事に対する建替
え支援を行います。

総合病院の建替え支援 【1億 3,857 万円】

【2,100 万円】
子どもの発達に関する相談窓口を明確化するとと
もに、保護者向けの支援ハンドブックの作成等を
行います。

子ども発達支援事業 【468万円】

【6,118 万円】
【93万円】

将来を担う子どもたちを育む
「教育・子育てなら山口」

生涯にわたって元気に暮らす
「健康長寿のまち」

【2,100 万円】

高齢者福祉の向上のため、大歳地域において高齢
者生きがいセンターの整備に着手します。

高齢者生きがいセンター設置事業
【2,952 万円】

【2,100 万円】
阿東地域で整備を進めている健康づくり機能をは
じめとした複合施設の供用を平成31年度に開始
します。

健康福祉の拠点づくり事業 【4,103 万円】

幼稚園・保育園・認定こども園などの利用料につ
いて、10月から、3歳～5歳の子ども、0歳～2
歳の住民税非課税世帯の子どもが原則無償化され
ます。

幼児教育・保育の無償化

【2,100 万円】
重点的な浸水対策として、湯田地域における雨水
貯留施設の整備や仁保川における取水ゲートの改
修等を行います。

総合浸水対策 【2億 2,400 万円】

【2,100 万円】
1,000年に1回程度の大雨を想定して、浸水想定
区域の見直しが行われたことから、洪水ハザード
マップ等を更新します。

ハザードマップ等の見直し 【1,050 万円】

【2,100 万円】

鴻南地区への消防出張所の新設に向け、用地購入、
造成設計等に着手します。

（仮称）鴻南出張所整備事業
【1億 8,810 万円】

【2,100 万円】
人命救助の迅速化に向けた機能強化として、県内
で初めて、救助用重機と重機搬送車を導入配備し
ます。

救助用重機の配備 【6,652 万円】

安全安心で快適な住環境
「安全安心のまち」

スマートフォンで税・料金の納付が可能となるPayB
（ペイビー）サービスを導入する等、市民サービスの
向上に取り組みます。

電子納付推進事務 【414万円】

心かよう
「市民サービス向上」

▶英語指導助手による授業の様子

【2,500 万円】
子育て世帯に対する経済的な支援として、10月か
ら小学6年生までのこどもの医療費の自己負担分
を父母の所得に関係なく無料化します。

こどもの医療費の自己負担分無料化を拡大
【7億 6,259 万円】
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商工会議所や商工会、士業等専門家に、金融機関
や行政を加えたプラットフォームを形成し、事業
承継に対する支援制度を創設します。

事業承継支援事業 【1,000 万円】

【2,100 万円】中小企業等におけるＩoＴ・ＡＩ等の先端設備の
導入など、生産性改革に向けた経営戦略をデザイ
ンする人材育成を支援します。

経営戦略デザイン事業 【352万円】

【2,100 万円】
平成31年度から新たに外国人材の受け入れが拡
大されることから、市内在住外国人に対して必要
な支援や検討を行います。

外国人材の受入環境整備 【510万円】

特集   平成 31年度 当初予算とまちづくりの概要

【2,100 万円】

東京オリンピック・パラリンピックにおけるスペイン
のホストタウンとして、スペインの生活文化や習慣な
どに触れる国際理解の取り組みや、水泳スペイン代表
チームのトレーニングキャンプの受け入れ等を通じた
国際交流を図ります。同時に、子ども達の東京オリン
ピック・パラリンピックやスポーツに対する関心を高
める取り組みとして、本市ゆかりのトップアスリート
による講演や実技指導などを実施します。

ホストタウンスポーツ推進事業
ホストタウン交流事業
東京オリンピック・パラリンピック
推進事業

【2,938 万円】
【637万円】

【207万円】

【2,500 万円】開館25周年を迎える中原中也記念館の記念事業
として、企画展やグッズ制作などを実施し、中原
中也の魅力を広く発信します。

中原中也記念館25周年記念事業【557万円】

【2,500 万円】
（仮称）山口ゆめ回廊博覧会の開催準備

【7,990 万円】

▶開館25周年を記
念して販売される
ＬＩＮＥスタンプや
グッズの一例（左は
記念館特製の鉛筆）

経営管理が行われていない森林について、市が仲
介役となり森林所有者と林業経営者をつなぐ新た
な森林管理の仕組みがスタートします。

森林経営管理事業 【4,680 万円】

【1,000 万円】
【136万円】
【1,089 万円】

消費税率引き上げに伴う消費喚起として、10月1
日以降着工の市内施工業者を利用したリフォーム
費用の一部を商品券により助成します。また、低
所得者・子育て世帯を対象にプレミアム付商品券
を販売します。

安心快適住まいる助成事業
プレミアム付商品券発行事業

【1億 5,400 万円】
【6,736 万円】

産業活力・地域雇用を創出する
「働く・起業なら山口」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ
「文化・スポーツ・観光なら山口」

▶事業承継支援事業連携協力協定書調印式の様子

【2,100 万円】制度融資において、中小企業等の生産性向上など
に資するよう、ＩoＴ・ＡＩ等先端設備等導入に
係る貸付制度を新設し、融資保証料を補助します。

生産性向上支援資金の創設 【150万円】

【2,100 万円】働くすべての人が、意欲と能力を十分に発揮でき
る働きやすい職場環境づくりに取り組む事業者の
支援を行います。

働き方改革推進事業 【241万円】

新たな担い手を育成するために、実践的な研修、
経営開始直後の新規就農者の資金支援などを実施
します。

新規就農者支援事業 【4,982 万円】

▶山口県央連携都市圏域ロゴマーク

平成33年度に山口県央連携都市圏域で開催する周
遊型博覧会「（仮称）山口ゆめ回廊博覧会」の開催
に向け、コンダクターの決定、実施計画の策定、イ
ンバウンド誘客促進としての地域通訳案内士の育
成、重点プログラムの造成などの準備を進めます。
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「
大
内
氏
遺
跡
附
つ
け
た
り

凌
雲
寺
跡
」
は
、
昭
和

34
年(
１
９
５
９)

に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
山
口
盆
地
を
中
心
に
所
在
す
る
４
つ

の
遺
跡
か
ら
な
り
ま
す
。

　
山
口
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
史
跡
を
現

代
に
生
か
し
、
未
来
へ
と
伝
え
る
た
め
、
平
成

31
年
3
月
31
日
に
大
内
氏
遺
跡
保
存
活
用
計
画

を
定
め
ま
し
た
。
史
跡
の
特
色
や
価
値
を
明
ら

か
に
し
た
う
え
で
、
保
存
・
活
用
の
基
本
理
念

や
方
法
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
内
文
化

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
史
跡
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
初
年
度
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
大
内

氏
遺
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
60
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
史
跡
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
大
内
氏
遺
跡
指
定
60
周
年

記
念
事
業
」
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
内
氏
は
、
室
町
時
代
の
山
口
を
拠
点

と
し
て
、
西
国
を
治
め
た
守
護
大
名
で

す
。
古
代
に
は
周す
お
う
こ
く
ふ

防
国
府
に
仕
え
て
い
ま

し
た
が
、
次
第
に
勢
力
を
増
し
、
南
北
朝

期
に
は
周
防
・
長
門
の
守
護
に
任
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
、
東
は
安
芸
・
石

見
、
西
は
筑
前
・
肥
前
と
い
う
広
い
地
域

を
治
め
ま
し
た
。
中
央
政
界
に
お
い
て
は
、

南
北
朝
内
乱
、
応
仁
・
文
明
の
乱
と
い
う

２
つ
の
乱
に
関
わ
り
、
幕
府
か
ら
追
放
さ

れ
た
足
利
義よ
し
た
ね稙
を
将
軍
に
復
職
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
西
国
に
拠
点
を
置
く
と
い
う

地
の
利
を
生
か
し
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半

島
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
交
易
を
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
京
都
や
海
外
と
の
交

流
の
結
果
、
山
口
で
は
両
文
化
を
融
合
し

た
大
内
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。

大内氏遺跡指定 60周年

大内氏が築いた歴史をひもとく

　

大
内
文
化
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て

は
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

館跡  池泉庭園

大
内
氏
遺
跡
を

生
か
し
伝
え
る

西
国
一
の
守
護
大
名

﹁
大
内
氏
﹂
と
は

香山公園　24 代大内弘世の像
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5
月
26
日︵
日
︶

大
内
氏
遺
跡
指
定
60
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

講
演
会

大
内
義
隆
の
遷
都
計
画

　
︱ 

も
う
ひ
と
つ
の
戦
国
時
代 

︱

■
時
間　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
山
口
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
︵
大
手
町
２
︱
18
︶

■
内
容　
大
内
氏
研
究
の
第
一
人
者
に
よ

る
講
演
会
で
す
。

■
講
師　
ト
ー
マ
ス 

Ｄ
．
コ
ン
ラ
ン
氏

　
　
　
　
︵
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学 

教
授
︶

■
講
師
略
歴　
10
～
16
世
紀
の
日
本
に
お

け
る
戦
争
や
儀
式
の
実
態
、
政

策
意
思
決
定
の
あ
り
方
や
理

念
、
社
会
構
造
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
。
代
表
的
著
書
に﹃
図

説 

戦
国
時
代 

武
器
・
防
具
・

戦
術
百
科
﹄
な
ど
多
数
。

後日撮影します

トーマス D．コンラン氏

文化財保護課☎ 083-920-4111問
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4. 凌雲寺跡（中尾字寺内ほか）
大内義興の菩提寺と伝えられる中世寺
院跡で、巨石を用いた石垣群が残って
います。

1. 館跡（大殿大路字竹原）
大内氏の居館跡で、中世都市山口の中
心に位置します。大内氏滅亡後は、龍
福寺となりました。

2. 築山跡（上竪小路字築山）
大内教弘が守護職を譲った後の居館跡
で、その後、教弘を鎮魂する施設に変
化しました。　

3. 高嶺城跡（上宇野令字高嶺）
大内義長が築城を開始、後に毛利氏が
支配に利用しました。館跡とともに続
日本 100 名城に選定されました。

山頂付近が指定範囲

身近にある大内文化

　
大
内
氏
が
中
世
の
政
治
、
経
済
、
文
化

に
残
し
た
功
績
は
極
め
て
高
く
、
市
内
に

あ
る
４
つ
の
遺
跡
︵
館
跡
・
築
山
跡
・
高

嶺
城
跡
・
凌
雲
寺
跡
︶
は
、
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

史
跡
大
内
氏
遺
跡

の
概
要
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学
芸
員
に
よ
る
展
示
資
料
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

一の坂川周辺
24 代弘世は、京に憧
れを抱き、一の坂川を
鴨川に見立て、京に模
した街づくりをしたと
言われています。ゲン
ジボタルは宇治から取
り寄せたものと伝えら
れています。

国宝・瑠璃光寺五重塔
応永の乱で敗死した 25
代義弘の菩提を弔うた
め、弟の 26 代盛見が
建立した、大内氏の文
化遺産です。室町時代
中期におけるもっとも
秀でた建造物と評され
ています。

常栄寺 雪舟庭
雪舟は、大内氏の船で
明国に渡るため山口を
訪れ、大内氏の庇護の
もと天花の雲谷庵を拠
点に活動しました。常
栄寺庭園は 29 代政弘
が雪舟に築庭させたと
伝えられています。

山口に息づく大内文化

山口祗園祭「鷺の舞神事」
24 代弘世が京より勧請
した祗園社（今の八坂
神社）の室町時代より
続く山口の代表的な祭
礼。京都の祗園社では
既に途絶え、現在では
行なわれていません。

特
別
展
会
期
中

市
内
に
残
る
大
内
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
を
学
識
経
験

者
に
よ
る
解
説
で
め
ぐ
り
ま
す
。

バ
ス
ツ
ア
ー

大
内
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
め
ぐ
り

特
別
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

大
内
氏
が
果
た
し
た
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

身近にある大内文化
特
別
展

大
内
氏
の
ト
ビ
ラ

　
︱ 

山
口
を
つ
く
っ
た
西
国
大
名 

︱

10
月
下
旬
～
12
月
中

祗
園
祭
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
河
内
将
芳
氏

︵
奈
良
大
学
︶
に
よ
る
講
演
。
御
神
幸
の
当
日
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
会

京
都
の
祇
園
祭
と
山
口
の
祇
園
祭

7
月
20
日︵
土
︶

大
内
氏
が
体
現
し
た
「
国
際
交
流
」
と
「
先
進
性
」

等
を
テ
ー
マ
と
し
た
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

大
内
文
化
ナ
イ
ト

9
月
下
旬

日本海

瀬戸内海

山口市

島根県

史跡の位置図

４
月
27
日︵
土
︶～
５
月
６
日︵
月・休
︶

イ
ベ
ン
ト

お
写し
ゃ
ん
歩ぽ

フ
ォ
ト
ラ
リ
ー

大
内
文
化
特
定
地
域
で
史
跡
ス
ポ
ッ
ト
を
撮
影
し

な
が
ら
巡
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
で
す
。
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遊
拠
点
施
設
「
狐
の
足
あ
と
」
の
入
館
者

が
50
万
人
を
達
成
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

 　
「
狐
の
足
あ
と
」
は
、
湯
田
温
泉
を
中

心
と
し
た
本
市
の
魅
力
の
情
報
発
信
や
体

験
・
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
拠
点
と
し
て
平
成
27
年

3
月
22
日
に
開
館
し
て
以
来
、
年
間
平
均

で
約
12
万
6
千
人
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て

い
ま
す
。

　

名
湯
館
長
の
湯
田
温
泉
マ
ス
コ
ッ
ト

ガ
ー
ル
湯
田
ゆ
う
子
ち
ゃ
ん
も
見
守
る

中
、
50
万
人
目
と
し
て
お
迎
え
し
た
の
は
、

滋
賀
県
東
近
江
市
か
ら
観
光
に
来
ら
れ
た

川
島
康
弘
さ
ん
、
真
由
美
さ
ん
ご
夫
妻
で
、

市
長
が
花
束
、
吉
岡
館
長
が
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

川
島
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
湯
田
温
泉
の

お
湯
が
気
に
入
っ
た
の
で
、
足
湯
と
山
口

の
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
カ
フ
ェ
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
、
狐
の
足
あ
と
を
訪
れ
た
。

50
万
人
目
の
来
場
者
と
な
り
、
旅
の
良
い

思
い
出
と
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま

し
た
。
市
長

は
、「
平
成

最
後
の
春

に
、
予
想
よ

り
も
早
く

50
万
人
目
を

お
迎
え
で
き

て
大
変
う
れ

し
く
思
う
。

山
口
市
に
お

越
し
い
た
だ

　

交
付
式
で

村
田
尚
士
地

域
生
活
部
長

は
「
今
ま
で

に
培
わ
れ
た

こ
と
を
大
い

に
発
揮
さ

れ
、
南
部
地

域
の
交
流
人

口
が
一
層
拡

大
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
。
田
中
さ
ん
、

平
塚
さ
ん
、
中
岡
さ
ん
は
ぞ
れ
ぞ
れ
「
山

口
市
に
あ
る
観
光
資
源
や
地
域
資
源
を
調

べ
て
、
そ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
観
光
業

を
盛
ん
に
し
た
い
」、「
海
外
に
居
住
し
て

い
た
と
き
に
日
本
の
過
疎
問
題
を
何
と
か

し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
思
い
を
行
動
に

移
し
た
い
」、「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
南

部
エ
リ
ア
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
情

報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
3
人
の
任
期
は
、
最
長
で
平
成
31
年
3

月
1
日
か
ら
3
年
間
で
す
。
本
市
で
は
、

こ
の
た
び
着
任
し
た
3
人
を
含
め
12
人

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

定
住
促
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
４
２

　

3
月
4
日
（
月
）、
湯
田
温
泉
観
光
回

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
（
本
社
東
京

都
中
野
区
）
が
小
郡
に
営
業
の
拠
点
と
な

る
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
を
決
定
さ
れ
、
２
月

14
日
（
木
）、
同
社
と
本
市
の
間
で
オ
フ
ィ

ス
設
置
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
小
郡
都
市
核
を
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
へ
と
発
展
さ
せ

る
た
め
、
平
成
30
年
度
、
小
郡
都
市
核
に

お
い
て
オ
フ
ィ
ス
等
を
設
置
す
る
企
業
に

対
す
る
支
援
制
度
「
小
郡
都
市
核
オ
フ
ィ

ス
等
立
地
促
進
補
助
金
」
を
創
設
し
て
お

り
、
今
回
が
、
補
助
金
交
付
の
第
３
号
と

な
り
ま
す
。

　

岡
田
則
之
山
口
支
店
長
は
、「
県
内
全

域
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
重
視
し
て
、

山
口
市
に
拠

点
を
設
置
す

る
こ
と
を
決

め
た
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た

び
の
オ
フ
ィ

ス
設
置
は
市

外
か
ら
の
移

転
と
な
り
、

15
人
の
方
が

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
（
株
）
オ
フ
ィ

ス
設
置
に
関
す
る
協
定
を
締
結

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

就
業
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

調
印
に
あ
た
り
、
市
長
は
、「
明
治
維

新
１
５
０
年
を
記
念
し
た
デ
ザ
イ
ン
の

ビ
ー
ル
を
製
造
、
販
売
さ
れ
る
な
ど
地
域

に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
、
オ
フ
ィ
ス
設

置
を
歓
迎
す
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

　
3
月
1
日
（
金
）、
南
部
地
域
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
新
た
に
3
人
が

着
任
し
、
山
口
総
合
支
所
で
委
嘱
状
交
付

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
支

援
す
る
制
度
で
、
都
市
地
域
在
住
者
に
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・

宣
伝
等
の
地
域
お
こ
し
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
力
隊
の
定
住
・
定
着

を
図
る
も
の
で
す
。
本
市
で
は
平
成
25
年
度

か
ら
本
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
着
任
し
た
3
人
、
田
中
愛あ
い
き生

さ
ん
、平
塚
海か
い
と渡
さ
ん
、中
岡
佑ゆ
う
す
け輔
さ
ん
は
、

南
部
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
多
彩
な
農
水

産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
南
部

地
域
に
人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り
に

取
り
組
む
南
部
地
域
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

形
成
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
す
。

「
狐
の
足
あ
と
」
が
入
館
者
数

50
万
人
を
達
成

問   

問
南
部
地
域
で
活
動
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
3
人
着
任

村田部長（右）と握手を交わす隊員

握手を交わす市長と岡田支店長（左）

市長から花束を渡される川島夫妻
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磯
崎
さ
ん
は
大
分
県
出
身
で
、
前
衛
的

な
建
築
家
と
し
て
建
築
界
に
影
響
を
与
え

続
け
て
い
ま
す
。
受
賞
決
定
を
受
け
市
長

は
「
磯
崎
氏
の
ご
功
績
が
評
価
さ
れ
大
変

喜
ば
し
い
。
磯
崎
氏
の
受
賞
に
よ
り
、
山

口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
が

国
内
外
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
芸

術
文
化
の
創
造
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ブ
ラ

ン
ド
力
を
一
層
高
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈

は
２
０
０
３
年
に
開
館
。
波
形
の
屋
根
や

開
放
的
な
空
間
が
特
徴
で
、
市
立
図
書
館

と
先
進
的
な
芸
術
を
創
作
・
発
信
し
て
い

く
施
設
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
で
、
国
内

外
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

バ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
４
人
は
声
を

合
わ
せ
て
「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
元

気
い
っ
ぱ
い
小
学
校
に
通
学
す
る
」
と
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
新
入
学
児
に
「
小
学
校
で
は
、

優
し
い
先
生
方
が
、
み
な
さ
ん
を
待
っ
て

い
る
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
楽
し
く
勉

強
や
運
動
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、
ま

た
、
参
加
者
に
「
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
通
学
す
る
新
入
生
の
姿
は
、
私
た

ち
に
希
望
や
春
、
嬉
し
さ
を
与
え
て
く
れ

る
。
そ
の
一
方
で
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

か
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
か
と
い
う

心
配
も
あ
る
。
今
日
寄
贈
い
た
だ
い
た
防

犯
ブ
ザ
ー
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、
そ

う
い
っ
た
不
安
を
一
掃
し
て
く
れ
る
と
思

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
防
犯
ブ
ザ
ー
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
が
、
市

内
の
国
公
立
小
学
校
34
校
に
振
り
分
け
、

入
学
式
で
新
入
学
児
童
全
員
に
配
る
予

定
で
す
。

生
活
安
全
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
８
６

　
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈

を
設
計
し
た
磯
崎
新
さ
ん
が
、「
建
築
界

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も
称
え
ら
れ
る
プ
リ

ツ
カ
ー
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

き
感
謝
す
る
」
と
来
場
の
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、「
狐
の
足
あ
と
」
で
は
、

足
湯
、
山
口
の
素
材
を
生
か
し
た
カ
フ
ェ

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
、「
観
る
」、「
食

べ
る
」、「
買
い
物
す
る
」
の
情
報
提
供
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
湯
田
温
泉
を
は
じ
め

と
し
た
山
口
の
旅
の
魅
力
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
０

　

3
月
6
日
（
水
）、
全
国
労
働
者
共
済

生
活
協
同
組
合
連
合
会
山
口
推
進
本
部

（
中
繁
尊
範
本
部
長
）
と
山
口
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
安
田
和
生
会
長
）
が
、
今

春
、
市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
用

の
防
犯
ブ
ザ
ー
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
各

１
８
０
０
個
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
総

合
支
所
で

贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
園
児

を
代
表
し
て

出
席
し
た
湯

田
幼
稚
園
の

年
長
児
４
人

に
、
防
犯
ブ

ザ
ー
と
ラ
ン

ド
セ
ル
カ

問

問   

問   

表
紙
の
写
真

ゆ
く
元
号
︑
く
る
元
号

　
今
回
の
表
紙
は
、
特
集
で
取
り
上

げ
た
「
平
成
」
に
ち
な
ん
だ
写
真
に

し
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
山
口
市
出

身
で
小
郡
在
住
の
松
永
真
也
さ
ん
、

紋
佳
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
新
山
口
駅

北
口
駅
前
広
場
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

紋
佳
さ
ん
は
平
成
元
年
生
ま
れ
。

お
腹
に
い
る
お
子
さ
ん
は
、
新
元
号

に
な
る
5
月
に
出
産
予
定
だ
そ
う
で

す
。
学
生
の
時
は
、
旧
小
郡
駅
か
ら

通
学
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、「
学

生
が
通
学
以
外
に
も
利
用
で
き
て
、

い
つ
も
活
気
に
溢
れ
た
場
所
に
な
れ

ば
い
い
な
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
国
の
内
外
、
天
地
と
も
平
和
が
達

成
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
平
成
」。

新
元
号
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
お
子
さ

ん
が
こ
の
山
口
の
ま
ち
で
元
気
に
育

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
事
業

10
月
以
降
の
工
事
が
対
象

　

住
宅
環
境
の
向
上
と
、
個
人
消
費

促
進
に
よ
る
市
内
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
平
成
31
年
度
も
安
心
快
適

住
ま
い
る
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
31
年
度
は
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
う
地
域
経
済
対
策
の
た

め
、
４
月
1
日
以
降
に
契
約
を
締
結

し
、
か
つ
10
月
1
日
以
降
に
着
工
す

る
工
事
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
工
事　
10
月
1
日
以
降
に
工

事
を
開
始
す
る
も
の
で
、
平
成
32
年

3
月
31
日
ま
で
に
工
事
完
了
届
を

提
出
で
き
る
工
事

▼
募
集
期
間　
8
月
1
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
。（
予
算
が
な
く
な
り
次

第
終
了
）

▼
留
意
事
項　
国
の
次
世
代
住
宅
ポ

イ
ン
ト
制
度
に
該
当
す
る
工
事
は
、

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
事
業
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

安心快適住まいる助成事業

住宅リフォーム
を市内業者（本
社・本店が市内）
により工事する
場合に、市内共
通商品券で助成するものです。詳
しくはふるさと産業振興課まで。
☎ 083-934-2719

安心快適住まいる助成事業

新
入
学
児
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
と

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
呈

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
設
計
者
の
磯
崎
新
氏

プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

子どもたちに防犯ブザーなどを手渡す市長ら

磯崎新氏が設計した
山口情報芸術センター［ＹＣＡＭ］
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平成31年度 組織改編のお知らせ
第二次山口市総合計画における施策の推進を図る中で顕在化した課題への対応や、組織体制
のさらなる強化のため、平成 31年度の組織改編を実施し、施策のさらなる推進とともに、第
二次山口市行政改革大綱の基本理念である「市民本位の公共サービスの実現」に取り組みます。
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務課 ☎ 083-934-2909

障がい者雇用推進室を設置
新設

がい者雇用体制の強化
　市役所における障がい者雇用を
全庁的な取り組みとして推進し、法定雇用
率の早期の達成を目指すとともに、共に働
くための支援をはじめ、障がい者の方の障
がい特性に応じた職場環境の整備を図るた
め、職員課内に「障がい者雇用推進室」を
設置します。

障

農

育て支援体制の整備
　保育幼稚園課内の「保育担当」と「幼
稚園担当」を統合して「保育幼稚園担当」とし、保育・
幼児教育の無償化への対応や、幼児期の保育・教
育に関する子育て支援体制の整備を図ります。
　また、「やまぐち子育て福祉総合センター」の
所管を、子育て保健課から保育幼稚園課へ移管
し、市内の保育園や幼稚園とのより一層の連携強
化を図ります。

子

6 次産業推進室と
農業企画担当を統合
担い手担当と産地担当を統合

統合

保育担当と幼稚園担当を統合
統合

児童生徒安心支援室を設置
新設

育支援体制の強化
　近年、複雑・多様化し、各学校内だ
けでの対応が困難となってきた、いじ
め、不登校などの生徒指導上の諸問題に対し
て、児童生徒が直面しているさまざまな問題
の原因を探り、安心して学校生活が送れるよ
う、その解決に向け、対応策を検討、実行し
ていくため、学校教育課内に「児童生徒安心
支援室」を設置し、組織的な支援体制の強化
を図ります。

業政策推進体制の整備
　農林政策課内の「６次産業推進室」を「農
業企画担当」に統合するとともに、「担い
手担当」と「産地担当」を統合して「農業振興担当」
とし、農業政策の推進における効率的な業務執
行を図ります。

表
紙
の
写
真

下し
た
お尾
み
う
さ
ん
が
１
日
消
防
長
に

　
表
紙
の
写
真
は
、
3
月
2
日
（
土
）

に
行
わ
れ
た
「
山
口
消
防
春
の
防
火
ま

つ
り
」
の
様
子
で
す
。

　
消
防
署
の
制
服
を
着
て
敬
礼
し
て
い

る
の
は
、
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ａ

Ｋ
Ｂ
48
（
チ
ー
ム
８
）
の
メ
ン
バ
ー
で
、

本
市
出
身
の
下
尾
み
う
さ
ん（
17
）で
す
。

防
火
意
識
の
啓
発
を
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
行
事
で
一
日
消
防
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
井
筒
屋
前
で
行
わ
れ
た
防
火

行
事
で
、
下
尾
消
防
長
は
、
火
災
予
防

作
品
の
表
彰
伝
達
を
行
い
、
消
防
職
員

や
消
防
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
学
生

消
防
団
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
総
勢

１
０
０
人
以
上
と
と
も
に
、
中
心
商
店

街
を
パ
レ
ー
ド
し
て
、
訪
れ
た
人
に
防

火
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
同
時
期
を
上
回
る

件
数
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
住
宅
火
災
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ご
家

庭
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

教

職員課に
保育幼稚園課の

学校教育課に

農業政策課の

問 広報広聴課
 ☎ 083-934-2753
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第24回　橋は二車線、武庫川が近くと遠
くに続いて。母の入院している病
院は、大きいから川沿いから簡単
に見えてくる。たどり着くまでの
歩道橋はらせん、一回転半、深呼
吸したのを覚えてる。手すりは下
が柵になっていて、そこに白いカ
スや綿毛がたまる。軍手か何かは
めて、指一本分のすき間、す、と
絡めとりたい。中指の太さがちょ
うど良く、軍手はきっと、あみ目
に空気といろいろを取り込むだろ
う。売店はにぎわっていて病院の、
たぶんここが一番楽しいところ。
パジャマじゃないからみまい客の
子どもが走っていて、それくらい
しか判別できるものもない。連れ
られてパタパタいわせて、僕も守
られるべきものだったのを思い出
す。音が、地面が笑わせてくれた
ころ、今だって、笑ったっていい
のだな。
　帰り、病室から階段を駆け下り
る。七階からガッと下りるのはエ
レベーターを待つより早い。手す
りは体より先のほうをつかむ、猛
スピードの足。お腹、肌、頭と吐
く息、いつか失くすけどなぜか今
持っていて、僕のもの。一階に着
くまでに泣き終われば、誰にも気
づかれない。
　同じ道を走る、武庫川に、人や
電車の橋は何本も線で並ぶ。もっ
と下流のほうに二人で、新幹線
を見に来たことだってたくさん
あったのだ。自転車の後ろに乗せ
てもらって橋を見上げて、ほら、
早いんだね、そしてまた新幹線
が来るのを待つ。次は、ふいに
現れる。今日の母と、ベッドを
思い出す。ゴミ箱には一緒に食
べたアイスの箱が入って、あの
小さい窓から外を見て眠る。消
えていくものは終わりが見える、
こんなにはっきり、と思って平
気な人たちを追い抜かす。

問

する、されるユートピア
井戸川射子

井戸川 射子
いどがわ・いこ● 1987 年、兵庫県生ま
れ。関西学院大学社会学部で死生学を学
び、現在は兵庫県で
国語教員として勤
務。雑誌などへの詩
の投稿を経て、第一
詩集『する、される
ユートピア』を私家
版でまとめた。

　 

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
国
語
の
教
員
に
な
っ
て
︑
教
え
方
が
一
番
よ

く
分
か
ら
な
い
の
が
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で

し
た
︒
考
え
る
道
筋
を
専
門
書
か
ら
導
く
の

も
︑
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
う
の
も
︑

い
つ
ま
で
も
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
︑
そ
れ
な
ら

ま
ず
自
分
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
︒

　

書
き
は
じ
め
る
と
楽
し
く
て
︑
会
話
は
完

全
に
は
で
き
な
い
こ
と
︑
自
分
の
体
さ
え
思
い

通
り
に
な
ら
ず
︑
思
い
出
に
は
手
が
届
か
な

い
こ
と
︑
周
り
の
み
ん
な
が
︑
た
ぶ
ん
同
じ
く

ら
い
に
悲
し
く
い
る
こ
と
︑
そ
れ
を
形
に
で
き

る
も
の
が
わ
た
し
に
と
っ
て
は
詩
な
ん
だ
と

気
が
付
き
ま
し
た
︒

　

受
賞
の
連
絡
を
頂
い
た
後
︑
祖
父
の
遺
品

で
あ
る
中
原
中
也
の
著
作
の
横
に
︑
自
分
が

は
じ
め
て
作
っ
た
詩
集
を
並
べ
︑
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︑
わ

た
し
の
も
読
ん
で
ね
︒

　
こ
の
嬉
し
さ
を
胸
に
︑
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
こ
の
度
は
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒

　  

選
考
委
員
評

　

母
の
死
と
い
う
一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
持

ち
な
が
ら
、
収
録
さ
れ
た
ど
の
作
品
に
お

い
て
も
、
そ
れ
を
表
面
に
出
し
て
い
な
い
。

悲
し
み
の
抒じ

ょ
じ
ょ
う情
に
も
た
れ
ず
、
む
し
ろ
機

嫌
よ
く
言
葉
を
観
察
し
て
い
る
力
量
は
、

素
晴
ら
し
い
。「
手
の
ひ
ら
は
強
く
握
っ
て

も
／
す
き
間
は
絶
対
な
く
な
ら
な
い
」
な

ど
、
作
者
特
有
の
鋭
い
言
葉
の
セ
ン
ス
は

新
鮮
。
今
回
の
中
原
中
也
賞
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
。

　

   

今
年
の
受
賞
者
が
決
定

　

中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に

足
跡
を
残
し
た
本
市
出
身
の
詩
人
中
原
中

也
の
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設

し
た
も
の
で
す
。
２
月
に
行
わ
れ
た
選
考

会
で
、
全
国
か
ら
応
募
・
推
薦
の
あ
っ
た

２
１
８
点
の
詩
集
の
中
か
ら
、
井
戸
川
射

子
さ
ん
の
『
す
る
、
さ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

が
第
24
回
中
原
中
也
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

 

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

     

今
年
の
受
賞
者
が
決
定

受賞作品『する、されるユートピア』
所収「川をすくう手」より

中原中也賞
する、されるユートピア

井戸川射子
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新川市まつり

山口県央連携都市圏域では、各地で多彩
なイベントが開催されます。少し足を延
ばしてみませんか。ウェブサ
イトでは、さらに多くの圏域情
報を毎月発信しています。

特別展「描かれた萩の大地」第 32 回みね桜まつり

防府天満宮花回廊

鷲原八幡宮流鏑馬神事

第 51 回
江汐公園つつじまつり

第 32 回みね桜まつり美祢 特別展「描かれた萩の大地」萩 津和野

山陽
小野田 防府天満宮花回廊防府

問

新川市まつり宇部

「うべ狐
の嫁入り
行 列 」、
市内のク
リ エ イ
ターなど

による「星★町マルシェ」など、イ
ベントが盛りだくさん。イベントは
5日（日）がメインです。
期間　5月 3日（金・祝）～ 5日（日）
場所　常盤通り（5日は国道 190
号線で交通規制あり）
新川市まつり実行委員会☎
0836-31-0251

もちまき、
バザー、フ
リーマー
ケ ッ ト、
スタンプ
ラ リ ー、

山野草展、人力車乗車体験ほか、多数
イベントを開催します。小雨決行。
日時　4 月 21 日（日）10 時～
15時

場所　江汐公園（山陽小野田市大
字高畑字西山根 401-1）
江汐公園振興会事務局（市民生
活課内）☎ 0836-82-1134

鷲原八幡
宮流鏑馬
神事が執
り行われ
ます。人
馬一体と

なる勇壮な流鏑馬の迫力は必見です。
日時　4 月 14 日（日）午前の部
11 時 10 分頃、午後の部 14 時
10分頃

場所　鷲原八幡宮（津和野町鷲原
イ 632-2）
津和野町観光協会☎ 0856-72-
1771

萩の雄大な自然は、
大地のさまざまな
活動によって形成
されました。この萩
の大地を、描かれた
絵画や絵図から読
み解きます。

日時　5月12日（日）まで、9 時～
17 時（入館は 16 時 30 分まで）

場所　萩博物館（萩市大字堀内
355番地）

料金　大人 510 円、高校・大学生
310円、小・中学生 100円
萩博物館☎ 0838-25-6447

お祭りと
花見を一
緒に楽し
むことが
でき、夜
には桜の

ライトアップと竹灯篭の光が会場
を彩ります。
日時　4 月 6 日（土）11 時～ 19
時 30分

場所　美祢市役所駐車場（美祢市
大嶺町東分 326-1）ほか
みね桜まつり実行委員会☎
0837-52-0434

防府天満
宮の大石
段に600
鉢以上の
プ ラ ン
ターで文

字を表現した花回廊。期間中は撮
影スポットとしてにぎわいます。
期間　4 月 20 日（土）～ 5 月 6
日（月・休）

場所　防府天満宮（防府市松崎町
14-1）
防府天満宮大石段花回廊実行委
員会☎ 0835-22-4352

問
問

問 問 問

問 企画経営課
 ☎ 083-934-2747

﹁
山
口
ゆ
め
回
廊
﹂

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

　
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域
の
愛
称

で
あ
る
「
山
口
ゆ
め
回
廊
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
山
口
ゆ
め

回
廊
の
「
ゆ
」
と
「
め
」
を
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
、「
和
」
を
テ
ー

マ
に
組
紐
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
表
現

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、組
紐
の
「
ゆ
め
」
の
文
字
に
、

歴
史
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ
ン
ジ
色
、

地
場
の
宝
で
あ
る
地
場
産
品
を
金
色
、

自
然
を
表
現
し
た
緑
色
を
、グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
７
色
使
用
し
、
圏
域

の
７
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
個
性

を
生
か
し
、
今
後
も
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
は
無
料
で
す

が
、
原
則
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
経

営
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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今月からホストタウンの取り組みを紹介する
コラムを始めます。今月のテーマは水泳スペイ
ン代表チームのキャンプと市民との交流です。

山口市菜香亭で着物体験を楽しむ競泳スペイン代表選手たち 交流を楽しむ競泳スペイン代表チームと山口県立大学の学生たち

　Ｈ
オ ラ

ＯＬＡ！（こんにちは！）山口市国際交流員のエフラ
インです。
現在、山口市は東京２０２０オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会におけるスペインのホストタウンとして、スペ
インを応援していく取り組みを進めています。そこで、こ
れから１年間、スペインの魅力やオリンピックで期待され
る種目や選手についてご紹介していき、オリンピックに向
けて皆さんと盛り上がっていきたいと思います。

スペイントップレベルのアスリートが山口へ
山口市は、水泳スペイン代表チームの事前キャンプ
地に決定しており、競泳・アーティスティックスイ

ミングの代表選手がトレーニングの合宿に訪れ、今
年は水球チームも合宿することにしています。滞在
期間中は選手との市民交流も行っています。

市民との交流
昨年 12 月には、競泳スペイン代表チームと山口県立大
学栄養学科の課外活動「山口 - ナバラ コラボ広場」の学
生が交流しました。選手にとって、山口郷土料理のごち
そうや、折り紙体験、合気道の演武といった学生らによ
る温かい歓迎がとても印象的だったようです。今後も市
民の皆さんとの交流を進めていきますのでお楽しみに。

！

問国際交流課☎083-934-2725

「山口ゆめ回廊」モニターツアー

コース 訪問地・テーマ・みどころ 実施日 出発地・帰着地

１ 宇部・防府　「お茶に親しむ」
県産茶の９割を生産する大茶園での茶摘体
験、防府天満宮では抹茶体験やボランティ
アガイドと参道を巡り、天神様の魅力を再
発見します。

5/4 日
( 土・祝 )

出発　7:30 東萩駅 → 8:30 美東センター
帰着　17:00 美東センター → 18:00 東萩駅

２ 5/6 日
( 月・休 )

出発　7:10 津和野駅 → 9:00 新山口駅南口
帰着　16:40 新山口駅南口 → 18:30 津和野駅

３ 防府・山口　「パワースポット巡り」
ユニークな体験ができる防府のお寺を訪
れ、大内・毛利の時代から続く「風水」の
思想が息づく山口の町並みをボランティア
ガイドとともに歩きます。

5/1 日
( 水・祝 )

出発　7:00 東萩駅 → 8:00 美東センター
帰着　17:00 美東センター → 18:00 東萩駅　

４ 5/2 日
( 木・休 )

出発　7:00 津和野駅 → 8:50 新山口駅南口
帰着　16:40 新山口駅南口 → 18:30 津和野駅

５ 山陽小野田・宇部　「ものづくり探訪」
「窯業のまち」山陽小野田でのガラス工芸体
験、宇部では船木宿散策や大切に守り続け
られている伝統産業の工房を訪れます。

4/27
( 土 )

出発　7:00 東萩駅 → 8:00 美祢市役所
帰着　16:30 美祢市役所 → 17:30 東萩駅　

６ 5/1
( 水・祝 )

出発　6:30 津和野駅 → 8:20 新山口駅南口
帰着　16:40 新山口駅南口 → 18:30 津和野駅

■対　象　モニターアンケートに協力いただける方
■定　員　各コース定員 30人（1グループ 5人まで。多い場合は抽選）
■参加費　1,000 円（昼食込み・入場料込み）
 4 月 12日（金）までに、FAXまたは Eメールで、氏名、〒住所、電話番号、希望するコース番号を明記して、
山口観光コンベンション協会に資料請求☎ 083-933-0088　 083-933-0089 　info@yamaguchi-city.jp

山口県央連携都市圏域７市町の魅力を発見するモニターツアーを開催します（貸し切りバスで移動します）。詳
細は下記までお問い合わせください。

問申
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4/6（土） 開催中のイベント

4/ 上旬まで

イベントカレンダー4
月

大原湖さくらロードレース大会

実行委員会
☎ 0835-52-0217

ふれあいパーク大原湖
問
所

4/6（土）、7（日）

4/7（日）

4/29（月・祝）

4/7（日）まで

5/6（月・休）まで

来年 2/11（火・祝）まで
テーマ展示「四季詩集ーー中也
とめぐる春夏秋冬」

    中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430
問所

4/24（水）、25（木）

山
口
市
長

白
狐
の
お
も
か
げ
を
み
つ
け
に

　

山
口
の
ま
ち
を
包
み
込
む
や
わ
ら
か

な
陽
気
に
誘
わ
れ
、
草
木
も
生
き
生
き

と
芽
吹
く
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、
先
月
４
日
、
湯
田
温
泉
の
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
27
年
３

月
に
開
館
し
ま
し
た
「
狐
の
足
あ
と
」

の
入
館
者
が
、
当
初
の
予
定
か
ら
約
１

年
も
早
く
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

そ
の
記
念
す

べ
き
お
客
様
は
、

滋
賀
県
に
在
住

の
御
夫
妻
の
方

で
、
湯
田
温
泉

に
宿
泊
さ
れ
た

翌
日
に
、
食
な

ど
の
本
市
な
ら

で
は
の
魅
力
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
と
聞
い
て
立
ち
寄

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

  

こ
の
「
狐
の
足
あ
と
」
は
、
湯
田
温

泉
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
回
遊
を
促
進

す
る
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
整
備
を
し

た
も
の
で
、
御
夫
妻
が
施
設
を
訪
問
さ

れ
た
目
的
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
、
と

て
も
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

  

今
月
６
、７
日
に
は
、
本
市
に
本
格

的
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
湯
田
温
泉

白
狐
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
狐

の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
ま
ち
歩
き
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
の
こ

も
っ
た
こ
の
施
設
を
は
じ
め
、
風
情
あ

ふ
れ
る
湯
の
町
に
、
皆
さ
ん
も
足
あ
と

を
残
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

湯田温泉白狐まつり

実行委員会
☎ 083-941-5379

井上公園、県道 204 号周辺
問
所

桜びより
問所 　重源の郷
　☎ 0835-52-1250

一の坂川 桜のライトアップ

山口観光案内所
☎ 083-933-0090

一の坂川
問
所

昔のくらし展示「大・台所展」
問所 　歴史民俗資料館
　☎ 083-924-7001

オゴオリザクラまつり

実行委員会
☎ 083-976-8588

小郡地域交流センター周辺
問
所

さくら祭

NPO あとう
☎ 083-956-2526

徳佐八幡宮
問
所

山口アーツ＆クラフツ

実行委員会
☎ 083-923-5533

維新百年記念公園
問
所

秋穂八十八ヶ所お大師まいり

山口観光コンベンション協会
秋穂支部
☎ 083-984-3741

秋穂、名田島、秋穂二島一帯
問
所

4/21（日）

4/13（土）、14（日）
道の駅「願成就温泉」リニュー
アルオープン 1 周年記念祭

    道の駅願成就温泉
　 ☎ 083-957-0118
問所

中原中也生誕祭 空の下の朗読会

中原中也記念館
☎ 083-932-6430

中原中也記念館前庭
問
所

中原中也賞贈呈式・講演会

文化交流課
☎ 083-934-2717

湯田温泉ユウベルホテル松政
問
所

4/20（土）、21（日）

あしたへトライ

両日：ローズ風呂（女湯露天風呂）
4/13 喜秀太鼓・喜和太鼓（14
時から）
4/14 あとう夢語太鼓（11 時か
ら）、土居神楽舞（14 時から）


